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半 求 庵 ・ 阿 部 休 巴

宮　 武　 慶　 之

は じ め に

　 新 発 田 藩 十 代 藩 主 で あ る 溝 口 直 諒 （ 翠 濤 ／ 一 七 九 九 ― 一 八 五 八 。 本 稿 で は 翠 濤 に 統 一 。 ）

は 天 保 九 年 （ 一 八 三 八 ） 、 家 督 を 長 男 の 直 溥 （ 一 八 一 九 ― 一 八 七 四 ） に 譲 っ て 隠 居 す る 。

隠 居 後 は 江 戸 の 上 屋 敷 を 離 れ 、 木 挽 町 の 新 発 田 藩 中 屋 敷 の 幽 清 館 で 茶 の 湯 を 行 う な ど し

て 過 ご し た 。 翠 濤 の 茶 の 湯 の 師 は 新 発 田 藩 茶 道 の 阿 部 老 政 （ 休 巴 、 半 求 庵 ／ 一 七 八 五 ―

一 八 五 三 ） で あ る 。 新 発 田 藩 茶 道 は 休 巴 と も う 一 人 の 田 宮 休 斎 （ 秋 斎 、 半 禿 庵 ／ 一 七 八 八

― 一 八 六 四 ） で あ っ た 。 休 斎 が 老 齢 で あ り 、 そ の 後 の 藩 茶 道 が 不 在 と な る こ と を 危 惧 し た

こ と か ら 、 翠 濤 が 休 巴 よ り 石 州 流 の 皆 伝 を 受 け 、 石 州 怡 渓 派 の 茶 の 湯 を 受 け 継 ぎ 、 翠 濤 は

石 州 流 怡 渓 派 か ら 一 派 を た て 越 後 怡 渓 派 を お こ し た 。 な お 藩 に お け る 茶 の 湯 の 職 掌 と し て

茶 堂 、 茶 道 、 茶 頭 な ど と 記 載 さ れ る が 本 稿 で は 茶 道 に 統 一 す る 。

　 以 上 の よ う に 翠 濤 の 茶 の 湯 を 研 究 す る 上 で 休 巴 の 存 在 は 重 要 で あ る も の の 、 従 来 、 行 状

に つ い て は 詳 し く は な い 。 『 原 色 茶 道 大 辞 典 』 で は 「 半 求 庵 と 号 し 、 石 州 流 伊 佐 派 に 立 っ て 、

越 後 新 発 田 藩 の 茶 頭 を つ と め た 」 と 紹 介 さ れ る 。 『 角 川 茶 道 大 辞 典 』 で は 「 休 巴 は 石 州 流

伊 佐 派 の 茶 道 を 御 袋 物 師 で あ る 藤 重 藤 巌 （ 半 円 庵 ） か ら 学 び 、 つ い で 水 村 不 言 か ら 皆 伝 を

受 け 、 新 発 田 藩 茶 頭 を つ と め た 。 そ の 門 人 に は 溝 口 景 山 、 田 宮 休 斎 の ほ か 、 二 本 松 藩 主 丹

羽 長 富 （ 一 八 〇 三 ― 一 八 六 六 ） や 同 藩 の 家 老 や 茶 道 が い る 」 と 紹 介 さ れ て い る 。

　 以 上 の よ う に 系 譜 を 知 る こ と が で き る も の の 、 休 巴 に つ い て 具 体 的 な 行 状 に つ い て は 明

ら か に さ れ て い な い 。 休 巴 の 存 在 は 茶 の 湯 文 化 を 隆 盛 さ せ た 翠 濤 の 茶 の 湯 を 考 え る 上 で も

重 要 で あ る の み な ら ず 、 翠 濤 を 茶 の 湯 に 導 い た 人 物 と し て も 、 ま た 新 発 田 藩 に 関 係 す る 人

物 の 行 状 と し て も 重 要 と 位 置 付 け ら れ る 。

　 筆 者 は 休 巴 に 関 し 『 茶 道 雑 誌 石 州 （ 平 成 二 十 九 年 一 月 号 ） 』 で 、 翠 濤 に よ る 「 阿 部 休 巴 寿 像 」

お よ び 、 休 巴 か ら 皆 伝 を 受 け た 翠 濤 が 記 念 と し て 削 っ た 茶 杓 二 件 に つ い て 紹 介 し た 。 そ の

後 も 調 査 を 継 続 し た と こ ろ 、 こ れ ら の 作 品 は 翠 濤 の み な ら ず 休 巴 自 身 の 行 状 に 大 き く 関 係

す る 作 品 で あ る こ と が 確 認 で き た 。 そ の た め 本 稿 で は 休 巴 の 行 状 に 着 目 し 、 新 発 田 藩 お よ

び 溝 口 家 の 茶 の 湯 に お け る 位 置 を 明 確 に す る 。

１ ． 休 巴 に つ い て

　 休 巴 が い つ の 時 点 で 新 発 田 藩 茶 道 と な り 、 翠 濤 に 皆 伝 を 与 え た の か は 資 料 の 不 足 か ら 明

ら か に で き て い な い 。 た だ 『 新 発 田 藩 史 料 （ 第 一 巻 ） 』 （ 一 九 八 八 年 ） に は 休 巴 に 関 す る 記
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述 を 確 認 す る と 次 の 二 箇 所 が 確 認 で き る 。

　 一 点 目 は 文 化 二 年 （ 一 八 〇 五 ） 五 月 二 十 六 日 条 で あ り 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 御 坊 主 阿 部 休 巴 、 祖 母 へ 孝 行 家 内 和 熟 い た し 候 に 付 鳥 目 壱 貫 文 被 下

休 巴 二 十 一 歳 の と き 、 祖 母 へ の 孝 行 と 家 内 の 和 熟 に よ り 、 新 発 田 藩 か ら 一 貫 目 が 褒 賞 と し

て 与 え ら れ た 。 注 目 す べ き 点 は 、 文 化 二 年 の 時 点 で 茶 道 で は な い こ と で あ る 。

　 二 点 目 に 文 化 十 二 年 十 二 月 二 十 日 条 に は 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 御 茶 道 格 阿 部 休 巴 祖 父 、 九 拾 余 歳 に 相 成 候 に 付 御 目 録 弍 百 疋 充 被 下

休 巴 三 十 一 歳 で あ る 。 当 時 、 休 巴 に は 九 十 余 歳 の 祖 父 が 存 命 で あ り 、 新 発 田 藩 か ら 褒 賞 が

与 え ら れ て い る 。 注 目 す べ き 点 は 当 時 、 御 茶 道 格 に な っ て い る 点 で あ る 。 そ の た め 文 化 二

年 以 降 、 同 十 二 年 の 間 に 茶 道 に 昇 格 し て い た こ と が 確 認 で き る 。

　 と こ ろ で 休 巴 没 後 の 新 発 田 藩 の 茶 道 に つ い て 、 『 新 発 田 市 史 』 で は 塚 野 怡 黙 庵 （ 生 没 年

不 詳 ） に よ る 『 翠 濤 述 』 の 写 本 を 挙 げ て お り 、 引 用 す る と 次 の よ う に な る 。

　　� 当 流 怡 渓 派 茶 道 之 義 、 我 が 家 に て 追 々 担 当 の 者 出 て 来 り 、 近 来 休 巴 は 伝 統 を 得 、 巧 者

の 事 に て 万 端 調 へ も 行 届 き 、 家 の 為 に 相 成 、 他 の 者 迄 も 入 門 致 し 、 伝 統 を 免 し 候 者 も

不 少 、 坊 主 共 も 追 々 心 懸 、 出 精 に て 道 を 学 び 候 者 も 出 来 悦 ひ 居 候 。 然 る に 、 先 年 同 人

死 去 以 後 は 、 伝 統 を 受 候 も の と て は 秋 斎 一 人 に 候 得 共 、 追 々 老 衰 に 及 び 、 門 弟 中 仕 込

方 も 自 然 行 届 兼 可 申 と 存 じ 候 へ ば 、 此 後 は 茶 道 も 自 然 に 衰 へ 、 又 座 敷 向 飾 付 物 等 之 事

迄 も 自 然 不 調 へ に 相 成 候 へ ば 、 道 具 有 り て も 其 遣 ひ 方 不 案 内 に て は 、 時 に よ り 他 へ 対

し 外 聞 に も 相 成 、 歎 は 敷 存 候 。 さ れ は 坊 主 共 之 内 に 篤 と 心 懸 候 者 有 り て 、 伝 を 得 度 存

候 も 、 他 所 よ り 受 継 候 て も 宜 敷 候 得 共 、 当 流 の 統 を 継 き 巧 者 と 云 程 之 者 も 承 り 不 申 、

然 る に 休 巴 没 後 何 れ も 不 案 内 に て 、 新 に 他 よ り 伝 を 受 け 候 事 は 如 何 に も 残 念 に 存 し 、

予 未 熟 に は 候 得 共 、 休 巴 よ り 伝 統 を 得 、 一 通 り は 不 残 調 へ 置 き 候 惠 得 共 、 追 々 老 年 に

も 及 ひ 来 年 を も 知 れ ぬ 事 な れ ば 、 一 刻 も 早 く 茶 道 共 へ 皆 伝 致 し 置 候 へ は 、 伝 統 も 絶 へ

不 申 事 に て 候 。

休 巴 は 新 発 田 藩 家 中 の 者 に も 多 く の 弟 子 が あ っ た よ う で 。 茶 道 坊 主 に も 弟 子 が あ っ た 。 休

巴 没 後 は そ の 伝 統 を 受 け 継 ぐ も の が 秋 斎 す な わ ち 休 斎 で あ り 、 老 年 で あ っ た こ と か ら 不 安

で あ っ た よ う で あ る 。 そ こ で 皆 伝 を 休 巴 か ら 受 け た 翠 濤 が 藩 の 茶 道 に 伝 を 伝 え 、 そ の 道 統
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を 伝 え て い た 事 が 知 れ る 。

　 と こ ろ で 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 が 所 蔵 す る 『 茶 杓 図 譜 』 の 上 下 二 巻 は 奥 書 に 「 安 政 丙 辰 季 春 」

と あ る こ と か ら 安 政 三 年 （ 一 八 五 六 ） に 成 立 し た 。 同 書 は 溝 口 家 家 伝 の 茶 杓 に つ い て 翠 濤

の 時 代 に 作 成 さ れ た 。 画 は 新 発 田 藩 の 御 用 絵 師 で あ っ た 林 勝 鱗 （ 一 八 三 一 ― 一 八 八 八 ） 、

茶 杓 筒 墨 書 な ど の 文 字 は 翠 濤 に よ っ て 書 き 写 さ れ る 。 同 書 に お い て 合 致 す る 茶 杓 で は 現 在 、

北 村 美 術 館 が 所 蔵 す る 小 堀 遠 州 作 共 筒 茶 杓 「 式 部 卿 様 ま い る 」 が あ る 。 現 存 す る 茶 杓 と 図

譜 所 載 の 茶 杓 を 採 寸 し た と こ ろ 同 寸 で あ っ た こ と か ら 、 本 書 は 原 寸 大 の 模 写 図 で あ る 。 そ

の う ち 、 皆 伝 の と き に 記 念 と し て 削 っ た 翠 濤 作 の 二 件 が 所 載 す る 。

　 図 版 が 原 寸 大 で あ る こ と か ら 採 寸 し て 、 茶 杓 の 作 行 に つ い て み て み る と 一 件 目 （ 右 ） は

全 長 一 七 ・ 五 ㌢ 。 節 上 は 茶 色 、 節 下 は 黒 色 で 薄 作 で あ る 。 筒 に 銘 は な く 〆 印 と 花 押 の み が

書 か れ る 。 二 件 目 は （ 左 ） は 全 長 一 七 ・ 七 ㌢ 。 白 竹 を 用 い て お り 銘 は な く 筒 に 花 押 の み が

書 か れ る （ 図 １ ） 。 い ず れ の 茶 杓 も 櫂 先 は お お ら か に 撓 め ら れ 、 腰 は 穏 や か で あ る 。 『 茶 杓

図 譜 』 中 に は 翠 濤 の 自 筆 に よ っ て 以 下 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　� 右 自 作 二 ツ は 善 く 出 来 た る に ハ あ ら す 其 拙 作 な れ と も 皆 伝 の し る し に 家 に の こ し 置 も

の 也

こ れ ら の 茶 杓 二 本 は 、 翠 濤 が 石 州 流 茶 道 の 皆 伝 を 受 け た と き に 記 念 に 作 成 し た こ と が わ か

る 。 翠 濤 が 休 巴 か ら 皆 伝 を 受 け た 事 で 、 新 発 田 藩 の 茶 の 湯 の 道 統 が 守 ら れ る こ と と な り 、

そ の 意 味 で も 本 茶 杓 の 存 在 は 重 要 で あ る 。

　 で は 休 巴 が 皆 伝 を 与 え た 者 、 も し く は そ の 弟 子 に つ い て は ど の よ う な 人 物 が い た の で あ

ろ う か 。 そ こ で 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 が 所 蔵 す る 『 戯 画 肖 像 並 略 伝 』 に 注 目 し た い 。 同 書 は

翠 濤 が 親 し く し た 人 物 の 肖 像 と そ の 略 伝 が 書 か れ た も の で あ る 。 休 巴 の 略 伝 中 、 次 の よ う

な 記 述 が あ る 。

　　� 門 人 亦 多 し 茶 人 系 譜 に 載 す る 所 ハ 皆 伝 の 人 々 其 後 皆 伝 を 得 た る も 亦 少 か ら す こ 〻 に 略

す

そ こ で 『 茶 人 系 譜 大 全 』 （ 一 九 二 三 年 ） で は 休 巴 の 弟 子 に は 先 述 の 翠 濤 の ほ か 奥 州 二 本 松

藩 九 代 藩 主 丹 羽 長 富 （ 本 来 庵 、 宗 趣 ） を は じ め 同 藩 家 老 や 茶 道 の 名 が 確 認 で き る 。 す な わ

ち 休 巴 は 新 発 田 藩 以 外 に 二 本 松 藩 の 茶 道 と も な っ て い る 。 こ の 点 に つ い て 考 え る と き 休 巴

の 師 で あ る 藤 重 藤 巌 （ 生 没 年 不 詳 ） は 伊 佐 幸 琢 （ 一 六 八 四 ― 一 七 四 五 ） に 茶 を 学 ん だ 。 ま

た 同 書 に よ れ ば 幸 琢 の 弟 子 で 、 藤 巌 と 同 門 と な る の が 松 平 不 昧 （ 一 七 五 一 ― 一 八 一 八 ） の
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ほ か 二 本 松 藩 八 代 藩 主 丹 羽 長 祥 （ 一 七 八 〇 ― 一 八 一 三 ） で あ る 。 こ の こ と か ら 二 本 松 藩 に

は 伊 佐 派 の 茶 の 湯 を 学 ん だ 縁 故 か ら 、 休 巴 が 茶 道 と し て 迎 え ら れ た も の と 考 え ら れ る 。 こ

の 点 か ら も 休 巴 に よ る 石 州 流 の 茶 の 湯 は 新 発 田 藩 や 二 本 松 藩 に 伝 え ら れ て い た こ と が わ か

る 。
二 ． 阿 部 休 巴 寿 像 と 賀 寿 の 茶 会

　 現 在 、 個 人 が 所 蔵 す る 「 阿 部 休 巴 寿 像 」 （ 図 ２ ） が あ る 。 翠 濤 の 賛 に は

　　 弘 化 丙 午 冬 日 翠 濤 庵 之 臨 茶 炉 下 倚 座 之 体 画 焉　 印

　　
と あ る 。 本 寿 像 は 弘 化 三 年 （ 一 八 四 六 ） に 翠 濤 庵 に お け る 翠 濤 の 茶 会 に 休 巴 が 招 か れ た と

き 、 描 か れ た こ と が 判 明 す る 。 休 巴 の 姿 は ふ く よ か な 顔 と 体 が 描 か れ 、 十 徳 姿 で あ る 。

　 翠 濤 に よ る 讃 は も う 一 つ 書 か れ て お り 、

　　 阿 部 休 巴 行 年 六 十 二 歳 春 像

と あ る 。 こ の と き 休 巴 六 十 二 歳 の 姿 で あ る 。 ま た 本 紙 上 部 に は 「 石 州 流 怡 渓 派 茶 道 宗 匠 」

と あ る 。 表 装 は 行 の 表 補 で あ り 、 用 い ら れ る 裂 地 は 一 文 字 と 風 帯 が 茶 地 寿 文 字 羊 歯 金 襴 、

中 廻 が 濃 茶 地 二 重 蔓 中 唐 草 金 襴 、 上 下 が 萌 地 卍 紋 雲 鶴 緞 子 で あ る 。 一 文 字 と 風 帯 の 寿 の 字

は 寿 像 に 掛 け 合 わ せ た も の で あ る 。 箱 墨 書 は 甲 に 翠 濤 自 筆 の 定 家 様 で

　　 休 巴 寿 像

と 書 か れ 、 ま た 箱 裏 に は 翠 濤 の 墨 書 に よ り

　　 翠 濤 庵 自 画 之 以 與 休 巴　 退 翁 證 之 （ 花 押 ）

と あ る 。

　 こ れ ら の 画 、 讃 、 表 具 、 箱 書 甲 お よ び 裏 は 翠 濤 に よ っ て 書 か れ 、 休 巴 に 贈 ら れ た と 考 え

ら れ る 。 な お 、 二 つ あ る 讃 の う ち 「 阿 部 休 巴 行 年 六 十 二 歳 春 像 」 の 筆 跡 は も う 一 方 と 墨 色

お よ び 筆 が 異 な る こ と 、 春 に 書 か れ て い る こ と な ど か ら 、 本 幅 の 表 具 が 完 成 し 、 箱 書 を 認

め た 時 期 に 書 か れ た と 考 え ら れ る 。

　 と こ ろ で 先 述 の 『 戯 画 肖 像 並 略 伝 』 に は 半 求 庵 寿 像 控 （ 図 ３ ） が 描 か れ る 。 同 書 の 肖 像
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の 上 部 に は

　　 弘 化 三 年 丙 午 十 二 月 十 六 日 写　 印

　　　　　　　 六 十 三 歳

　　　　　　　　 半 求 庵 寿 像

と あ る 。 構 図 が 個 人 蔵 の 寿 像 と 同 一 で あ る た め 、 翠 濤 に 近 侍 し た 姿 と 捉 え る こ と が で き る 。

　 こ の ほ か 溝 口 家 の 記 録 で は 先 述 の 『 茶 杓 図 譜 』 に は 休 巴 作 の 茶 杓 と し て 共 筒 茶 杓 銘 「 腰

蓑 」 が 所 載 さ れ る （ 図 ４ ） 。 節 よ り 下 の 部 分 は 竹 皮 を 剥 が さ れ た も の が 自 然 に 変 化 し 、 節

上 部 分 は 樋 が あ り 侘 び た 竹 を 用 い て い る 。 櫂 先 も 緩 や か に 矯 め ら れ 、 華 奢 な 印 象 を 与 え る 。

筒 背 面 に は 次 の よ う な 墨 書 が あ る 。

　　 〆 腰 蓑　 行 年 六 十 八 翁　 半 求 庵 宗 求 （ 花 押 ）

　　　 屋 ふ れ 筒　　　 為 自 用 作 之 置

墨 書 か ら 六 十 八 歳 の と き に 自 身 の 持 料 と し て 削 ら れ た よ う で あ る 。 そ の 後 に 溝 口 家 が 所 蔵

し て い る 点 を 考 え る と き 、 没 後 に 遺 物 と し て も た ら さ れ た と 考 え ら れ る 。

　 本 茶 杓 が 削 ら れ た 翌 年 、 休 巴 は 六 十 九 歳 と な る 。 先 述 の 『 戯 画 肖 像 並 略 伝 』 に は 次 の よ

う な 記 述 が あ る 。

　　� 嘉 永 六 年 癸 丑 の 春 六 十 九 歳 な れ と も 古 稀 之 賀 の 茶 を も よ ふ し 六 会 に い た り 病 に か 〻 り

て 没 す 時 に 六 月 二 十 五 日 也 衆 多 の 門 人 哀 惜 せ さ り な し 怡 渓 派 の 宗 匠 ハ 実 に こ れ よ り 世

に 絶 た り

嘉 永 六 年 （ 一 八 五 三 ） は 休 巴 六 十 九 歳 で あ っ た が 繰 り 越 し 七 十 賀 の 茶 会 を 催 し た こ と が 知

れ る 。 六 度 の 茶 会 を 催 し た よ う で あ る が 、 そ の 最 中 に 発 病 し 没 し た 。 こ の 茶 会 に つ い て 考

え る と き 、 山 本 麻 渓 （ 一 八 四 四 ― 一 九 二 三 ） に よ る 『 古 今 茶 湯 集 （ 第 一 巻 ） 』 （ 一 九 一 七 年 ）

に は 阿 部 休 巴 七 十 賀 の 茶 会 が 所 収 さ れ る 。 こ れ は 嘉 永 六 年 丑 年 二 月 二 十 九 日 正 午 の 記 録 で

あ る 。 「 席　 三 畳　 七 十 賀 会 」 と あ り 三 畳 の 小 間 で 催 さ れ た こ と が 知 れ る 。 客 は 山 本 宗 雄

（ 一 八 一 八 ― 一 八 八 〇 ） 、 関 幸 育 （ 生 没 年 不 詳 ） 、 三 木 三 之 助 （ 生 没 年 不 詳 ） 、 加 藤 祐 悦 （ 一 八 九 一

年 没 ） 、 月 岡 万 理 （ 生 没 年 不 詳 ） で あ る 。

　 ま ず 客 と な っ た 人 物 に つ い て 述 べ る 。 山 本 宗 雄 に つ い て は 野 村 瑞 典 に よ る 『 石 州 流 歴 史

と 系 譜 』 （ 一 九 八 四 年 ） に よ れ ば 「 山 本 宗 雄 （ 文 政 元 年 ― 明 治 十 一 年 ＝ 一 八 一 八 ー 八 〇 ）
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は 幼 名 を 茂 吉 、 又 は 長 春 と い い 、 後 に 賢 輔 、 諱 を 正 意 と い っ た 。 明 治 七 年 か ら 茶 湯 教 授 を

す る よ う に な り 、 半 改 庵 ・ 瓢 庵 ・ 一 翁 ・ 如 泡 子 と 号 し た 。 宗 雄 は 伊 佐 系 の 茶 湯 達 人 阿 部 休

巴 （ 越 後 新 発 田 藩 茶 道 ） に 学 び 、 休 巴 没 後 は そ の 門 弟 峰 岸 半 古 （ 半 雪 庵 、 堀 田 家 茶 堂 ） か

ら 皆 伝 を 受 け 、 そ の 後 五 代 幸 琢 に 茶 湯 を 伝 授 し た 」 と さ れ る 。 な お 宗 雄 の 養 子 と な っ た の

が 麻 渓 で あ る 、 こ の こ と か ら 休 巴 七 十 賀 茶 会 の 記 録 は 養 父 宗 雄 に よ る も の と 考 え ら れ る 。

　 加 藤 祐 悦 に つ い て は 『 福 島 県 史 （ 第 二 二 巻 ） 』 （ 一 九 七 二 年 ） に よ れ ば 「 幼 く し て 遠 州 流

の 茶 儀 を 学 び 、 天 保 年 中 茶 道 見 習 い と な る 。 次 い で 二 本 松 藩 の 徒 士 小 頭 格 茶 道 と な る 。 嘉

永 年 中 に 大 番 格 、 料 十 石 を 賜 わ る 。 茶 道 の 名 人 と し て 藩 侯 に 近 侍 し て 寵 遇 特 に 厚 く 、 給 人

格 茶 道 橘 山 悦 と 並 び 称 さ れ た 。 維 新 後 は 青 田 開 墾 地 に 住 ん だ 」 と さ れ る 。 先 述 の 『 茶 人 系

譜 』 で は 休 巴 の 門 弟 と し て 二 本 松 藩 主 、 家 老 ら が 名 を 連 ね て お り 、 そ の 関 係 も あ っ て 祐 悦

も 参 会 し た と 考 え ら れ る 。

　 詰 客 と な っ た 月 岡 万 理 は 松 代 藩 の 茶 道 で 、 貞 享 四 年 の 『 御 役 人 帳 』 に は 奥 坊 主 組 頭 と あ

る 。 こ の ほ か 関 幸 育 、 三 木 三 之 助 に つ い て は 不 詳 で あ る が 、 客 組 み か ら 休 巴 の 門 人 や 他 藩

の 茶 道 と 目 さ れ る 。

　 同 書 で 紹 介 さ れ る 休 巴 の 賀 寿 茶 会 で 使 用 さ れ た 道 具 は 次 の よ う に な る 。

　　　 （ 茶 席 ）

　　 床　　 翠 濤 庵 退 翁 筆 賀 寿 二 字

　　 釜　　 寒 雉 作　 丸 形

　　 炭 斗　 唐 物 藤 組

　　 灰 器　 半 田

　　 香 合　 染 付 瓢 箪

　　 水 次　 木 地 片 口

　　 羽 箒　 鶴

　　 釻　　 火 筋

　　 花 入　 石 州 宗 関 作 宗 源 手 紙 添

　　 花　　 紅 乙 女　 貝 母

　　 茶 入　 高 取 焼　 銘 浮 島

　　　　　 箱 小 堀 権 十 郎 書 付

　　 袋　　 金 襴

　　 水 指　 信 楽

　　 茶 杓　 怡 渓 和 尚 作

　　 茶 碗　 高 麗

7
）

8
）

9
）
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　　 建 水　 面 桶

　　 蓋 置　 引 切

　　　 （ 懐 石 ）

　　 向　　 鮎 こ ま 〳 　〵 わ さ び す

　　 飯

　　 温 酒

　　 椀　　 た ひ ら ぎ　 丸 し ん じ ょ　 わ ら び　 吸 口 柚

　　 焼 物　 小 鯛 照 焼

　　 吸 物　 鶴

　　 香 物　 奈 良 漬 瓜

　　 茶 銘　 祝 の 白　 森 江 詰

　　 菓 子　 寿 の 字 餅 牛 皮 製

茶 会 記 を 時 系 列 に 読 み 進 め て い く と 次 の よ う に な る 。 初 座 と な る 三 畳 小 間 の 床 の 間 に は 翠

濤 に よ る 賀 寿 の 二 字 が 掛 け ら れ た 。 こ の 点 か ら 本 席 で 用 い ら れ た 翠 濤 に よ る 賀 寿 の 二 文 字

は 七 十 賀 ま た は 以 前 の 六 十 賀 に 際 し 書 か れ た と 考 え ら れ る 。 釜 は 宮 崎 寒 雉 （ 何 代 か は 不 詳 ）

に よ る 丸 形 で あ る 。 炭 斗 は 唐 物 藤 組 、 灰 器 は 半 田 、 香 合 は 染 付 瓢 箪 、 水 次 は 木 地 片 口 、 羽

箒 は 鶴 、 釻 は 火 筋 で あ る 。 炭 点 前 が 終 わ る と 懐 石 と な り 向 付 は 「 鮎 こ ま 〳 〵 」 と あ る こ と

か ら 鮎 を 細 か く 切 っ た も の と 想 像 さ れ る 。 こ の 鮎 と は 開 催 時 期 か ら 考 え 、 稚 鮎 と 考 え ら れ

る 。 こ れ に 山 葵 酢 が 合 わ さ れ た 。 さ ら に 温 酒 も 出 さ れ た 。 煮 物 椀 は 平 貝 を 丸 形 の 真 薯 に し 、

蕨 と 柚 が 添 え ら れ た 。 焼 物 は 小 鯛 の 照 り 焼 き 、 吸 物 も 鶴 と 祝 意 が 示 さ れ て い る 。 香 物 は 瓜

の 奈 良 漬 で あ っ た 。 懐 石 を 済 ま せ る と 菓 子 が 出 さ れ る 。 菓 子 は 牛 皮 製 の 餅 で 寿 の 字 ― 焼 印

さ れ た の で あ ろ う か ― が 出 さ れ た 。

　 後 座 の 床 の 間 に は 片 桐 石 州 （ 一 六 〇 五 ― 一 六 七 三 ） の 自 作 竹 花 入 が 掛 け ら れ 、 花 は 紅 乙

女 の 椿 と 貝 母 が 生 け ら れ た 。 点 前 座 の 周 辺 に は 信 楽 の 水 指 を 配 し 、 茶 入 は 高 取 焼 銘 浮 島 が

金 襴 の 袋 に い ら れ た 。 茶 杓 は 怡 渓 宗 悦 （ 一 六 四 四 ― 一 七 一 四 ） に よ る 作 。 茶 碗 は 高 麗 で 、

茶 銘 は 森 江 の 詰 に よ る 茶 銘 「 祝 の 白 」 が 振 る 舞 わ れ た 。 建 水 は 木 地 の 面 桶 で 、 蓋 置 は 竹 の

引 切 で あ る 。 茶 杓 の 作 者 で あ る 怡 渓 宗 悦 は 石 州 の 高 弟 で あ り 、 こ れ ら の 関 係 か ら も 流 祖 と

な る 石 州 に 関 係 す る 道 具 組 と さ ら に は 初 座 の 床 の 間 に 翠 濤 の 掛 物 を か け る と こ ろ に 重 き が

置 か れ て い る 。

　 こ こ で 先 述 の 『 戯 画 肖 像 並 略 伝 』 に 着 目 す る と 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 彼 の 肖 像 存 命 の 中 に 与 ふ る 所 表 具 し て 賀 の 茶 会 前 間 に か け た る

10
）
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記 述 か ら 賀 の 茶 会 と は 先 述 の 七 十 賀 茶 会 を さ し 、 こ の 茶 会 の 前 間 す な わ ち 寄 付 ま た は 待 合

の 掛 物 と し て 用 い ら れ て い た こ と が 知 れ 、 個 人 蔵 の 寿 像 と 同 定 さ れ る 。 こ の こ と か ら 休 巴

の 賀 寿 茶 会 で は 前 間 と 本 席 の 掛 物 が 翠 濤 に よ る 書 画 で あ っ た こ と が 知 れ 、 両 者 の 深 い 交 流

が 確 認 で き る 。

三 ． 江 戸 で の 休 巴 の 活 動

　 茶 道 と し て の 職 掌 と し て 、 茶 会 の 準 備 や 茶 の 湯 道 具 の 管 理 も あ っ た と 考 え ら れ る 。 休 巴

が 溝 口 家 で は ど の よ う な 活 動 を 行 な っ て い た の か 、 同 家 の 文 書 史 料 か ら み て い き た い 。

1
） 抹 茶 の 命 銘 の 取 り 次 ぎ

　 新 発 田 藩 の 中 屋 敷 は 江 戸 木 挽 町 に あ っ た 。 こ こ は 別 に 幽 清 館 と も い い 茶 室 等 が 点 在 し 、

翠 濤 は 隠 居 後 、 茶 の 湯 を 嗜 み 過 ご し た 。 幽 清 館 で の 雑 記 が 現 在 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 が 所

蔵 す る 『 幽 清 館 雑 記 』 で あ る 。 こ の 雑 記 は 雑 記 十 二 巻 （ た だ し 第 九 巻 は 欠 ） と 『 千 貫 樹 記 』 、『 小

浦 浪 記 』 か ら な る 。 こ れ ら の 筆 跡 を み る と 翠 濤 自 身 の 筆 記 ま た は 近 習 の 家 臣 に よ る 筆 録 で

あ る 。 同 書 （ 巻 十 ） に は 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 ○ 同
弘 化 四 年

年 夏 森 江 惣 左 衛 門 ゟ 茶 銘 願 候 ニ 付 同 年

　　 十 一 月 朔 日 日 附 ニ し て 十 一 月 十 六 日 納 戸 へ 相 渡 し 茶

　　 道 ゟ 先 方 へ 相 逹 す 片 桐 石 見 守 貞 昌 殿 之 書 体

　　 に な ら ふ 写 し 左 に し る す

　　　　 菊 乃 白

　　　　　 右 濃 茶 銘 如 件

　　　　　　　　　　　　　　 翠 濤 庵 （ 花 押 ）

　　　　 弘 化 四 丁 未 年 十 一 月 朔 日

　　　　　　　　　　　　 森 江 惣 左 衛 門 と の

弘 化 四 年 、 宇 治 大 鳳 寺 村 の 茶 師 森 江 惣 左 衛 門 （ 重 親 ／ 生 没 年 不 詳 ） が 翠 濤 に 茶 銘 を 願 っ た 。

同 年 十 一 月 朔 日 付 で 「 菊 の 白 」 と し て 、 納 戸 を 通 じ て 書 き 与 え た こ と が わ か る 。 こ の 時 書

体 は 片 桐 石 州 の 筆 跡 に 習 っ た も の で あ っ た 。 茶 銘 を 記 し た 入 日 記 に つ い て 同 書 で は 次 の よ

う な 記 述 が あ る 。

　　 宮 林 有 斎 ゟ 茶 銘 被 下 遣 候 様 願 候 ニ 付 為 御 風 味

　　 差 下 し 候 、 入 日 記 同 年 七 月 二 十 九 日 阿 部 休 巴 ゟ 差 出
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　　 左 に し る す

　　　　 御 茶 入 日 記

　　　 一　 極 上 半 弐 袋

　　　 壹 枚 ノ

　　　 一　 御 詰

　　　　　　 以 上

　　　　 未 六 月 吉 日　　 森 江 （ 花 押 ）

茶 壺 に 詰 め ら れ た 茶 の 品 目 を 茶 師 が 記 し た 入 日 記 は 同 年 七 月 二 十 九 日 に 休 巴 に よ っ て 差 し

出 さ れ た こ と が わ か る 。 極 上 半 と は 濃 茶 用 の 抹 茶 が 碾 茶 の 状 態 で 二 袋 、 薄 茶 用 の 茶 葉 が 詰

め ら れ て い た こ と が わ か る 。 そ の 日 付 は 弘 化 四 年 六 月 吉 日 と な っ て い る 。 こ の 点 か ら 森 江

お よ び 宮 林 有 斎 （ 生 没 年 不 詳 ） が 茶 銘 を 乞 う 過 程 で 休 巴 が 関 与 し て お り 、 休 巴 の 職 掌 が 茶

の 湯 の 点 前 指 南 以 外 に も あ っ た こ と が 知 れ る 。 特 に 有 斎 が 所 望 し た 茶 銘 に つ い て は 後 述 す

る 。

　 同 書 に は 森 江 が 休 巴 に 宛 て た 書 状 の 写 し が 所 載 さ れ 、 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　　 一 筆 啓 上 仕 候 甚 暑 之 節 御 座 候 得 共

　　 両 殿 様 益 御 機 嫌 能 被 為 遊 御 座 恐 悦 至 極 奉 候 作

　　　 次 ニ 貴 所 様 弥 御 壮 健 被 成 御 勤 仕 目 出 度 御 儀 奉 存 候

　　　 然 者 兼 而 御 願 申 上 置 候 御 茶 銘 之 儀 当 春 格

　　　 別 ニ 念 入 漸 々 此 節 出 来 仕 候 ニ 付 存 御 試 半 弐 袋 奉

　　　 差 上 候 何 卒 御 風 味 之 上 御 茶 銘 被 下 置 候 ハ 〻

　　　 外 聞 至 極 難 有 仕 合 奉 存 候 何 分 宜 様 御 取 成 之

　　　 程 奉 願 上 候 先 ハ 右 御 願 と 暑 中 御 伺 申 上 度 如 此

　　　 御 座 候 恐 惶 謹 言

　　　　　　　　　　　　　　 森 江 惣 左 衛 門

　　　　　　　　　　　　　　　　 重 親 （ 花 押 ）

　　　　 六 月 十 一 日

　　　 阿 部 休 巴 様

　　　　　　 忝 人 々 御 中

　
日 付 は 時 期 か ら 考 え て 弘 化 四 年 六 月 十 一 日 。 差 出 人 は 森 江 重 親 で あ る 。 両 殿 様 と あ る の

は 、 す で に 翠 濤 が 隠 居 し た 身 で あ り 、 藩 主 は 息 子 で 新 発 田 藩 十 一 代 藩 主 と な っ た 溝 口 直 溥
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（ 一 八 一 九 ― 一 八 七 四 ） で あ る 。 重 親 は 以 前 か ら 翠 濤 に 茶 銘 を 乞 う こ と を 休 巴 に 相 談 し て

い た よ う で あ る 。 同 年 春 に 格 別 な る 茶 が で き た の で 、 賞 味 す る こ と を 求 め て お り 、 茶 銘 を

も ら う こ と が で き れ ば 世 間 の 評 判 に な る と 述 べ て い る 。 つ ま り 取 り 次 ぎ 役 と し て の 休 巴 の

活 動 が 確 認 で き る 。 先 述 の 宇 治 大 鳳 寺 村 の 茶 師 で あ る 有 斎 が 茶 銘 を 所 望 し た 一 件 に つ い て

同 書 に は 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 ○ 嘉 永 二 年 己 酉 十 二 月 廿 五 日 茶 銘 を 付 る 尤 十 五 日

　　 日 附 に し て 休 巴 ゟ 相 渡 す

　　　　 梅 乃 白

　　　　　 右 濃 茶 銘 如 件

　　　　　　　　　　　　 翠 濤 庵 （ 花 押 ）

　　　　 嘉 永 二 己 酉 年 十 二 月 十 五 日

　　　　　　　　　　 宮 林 有 斎 老

嘉 永 二 年 十 二 月 二 十 五 日 、 休 巴 を 介 し 有 斎 に 茶 銘 を 与 え た こ と が 知 れ る 。 こ の 茶 銘 は 「 梅

の 白 」 と い い 日 付 は 十 五 日 付 と な っ て い る 。

　 以 上 の こ と か ら 休 巴 は 翠 濤 の 茶 の 湯 で 使 用 す る 茶 の 選 定 や 、 茶 師 と の 交 渉 に 大 き く 関 与

し て い た こ と が わ か る 。 こ れ ら の 茶 師 の 主 要 取 引 先 は 森 江 惣 左 衛 門 の 場 合 、 高 槻 永 井 家 、

宮 林 有 斎 の 場 合 、 郡 山 柳 澤 家 、 備 中 木 下 家 で あ っ た 。 森 江 と 宮 林 の 両 者 が 茶 銘 を 求 め て い

る こ と か ら も 、 茶 の 湯 で 著 名 で あ っ た 翠 濤 の 命 銘 に よ る 茶 を 所 望 し た こ と は 江 戸 と い う 地

で 相 応 に 需 要 が あ っ た も の と 考 え ら れ 、 さ ら に は 新 発 田 藩 ま た は 翠 濤 自 身 の 茶 の 湯 で 使 用

す る 茶 と し て の 購 入 規 模 は 小 さ い に せ よ 溝 口 家 も 取 引 相 手 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ の た

め こ の よ う な 活 動 の 中 で 休 巴 は 取 り 次 ぎ 役 と し て 活 動 し た 。

2
） 吉 村 観 阿 と の 関 係

　 茶 銘 に 関 す る 取 り 次 ぎ 以 外 で は 翠 濤 の 美 術 品 収 集 に も 関 与 し て い る よ う で あ る 。 翠 濤 に

よ る 和 漢 の 絵 画 に 関 す る 借 覧 ま た は 拝 見 の 記 録 で 現 在 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 が 所 蔵 す る 『 和

漢 画 図 筆 記 』 に は 中 国 明 代 末 期 に 活 躍 し 、 書 画 に 優 れ た 董 其 昌 （ 一 五 五 五 ― 一 六 三 六 ） に

よ る 画 賛 の 一 軸 に つ い て 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　　 ○ 絹 地 竪 幅 白 描 山 水　

董 其 章

画 賛 一 軸

　　　 右 辰 十 二 月 二 日 休 巴 ゟ 出 ス 実 は 観 阿 方 ゟ 取 出 る 由

　　　 代 金 二 十 両 之 由 申 す 一 覧 之 事 先 日 出 る 分 よ り は 宜 敷

11
）



─ 119 ─

　　　 相 見 候 と 申 す な れ と も 当 吟 味 申 付 其 後 返 す
先 日 出 分

も 別 手 也

翠 濤 の 元 に 董 其 昌 の 白 描 に よ る 山 水 図 が 休 巴 に よ っ て 持 ち 込 ま れ た 。 同 書 中 の 辰 と は 、 ほ

か の 記 述 か ら 文 政 三 年 と 判 断 さ れ る 。 実 は こ の 作 品 は 江 戸 の 町 人 好 数 寄 者 で あ る 吉 村 観 阿

（ 白 醉 庵 ／ 一 七 六 五 ― 一 八 四 八 ） が 見 出 し 、 休 巴 の 元 に 持 ち 込 ま れ た 作 品 で あ っ た 。 観 阿

が 溝 口 家 に 出 入 り し 始 め た の は 文 政 三 年 か 四 年 ご ろ で あ る 。 そ の た め 取 り 次 ぎ 役 が 休 巴 で

あ っ た こ と が 知 れ る 。 同 書 に 所 載 さ れ る 山 水 図 の 代 金 は 二 十 両 で あ る 。 翠 濤 の 元 に は 過 日

に も 董 其 昌 に よ る 作 品 が 持 ち 込 ま れ た よ う で あ る が 、 そ れ よ り は 出 来 は 良 か っ た よ う で あ

る 。 し か し 結 局 は 返 却 し た こ と が 述 べ ら れ て い る 。 こ の 記 述 か ら 、 休 巴 と 観 阿 の 関 係 性 を

伺 う こ と が で き る 。

　 こ こ で 現 在 、 福 岡 東 洋 陶 磁 美 術 館 が 所 蔵 す る 小 堀 宗 中 （ 一 七 八 六 ― 一 八 六 七 ） に よ る 「 松 」

（ 図 ５ ） に 注 目 し た い 。 本 作 品 に つ い て は 『 知 ら れ ざ る 目 利 き　 白 醉 庵 吉 村 観 阿 』（ 二 〇 二 〇

年 ） で 紹 介 し た が 改 め て 紹 介 す る 。 本 書 は 松 と 大 書 し 、 次 の よ う な 歌 一 首 が 書 か れ て い る 。

　　 君 か よ に く ら へ て い は 〻 松 や ま の ま つ の 葉 か す は す く な か り け り

こ の 歌 は 『 千 載 和 歌 集 （ 巻 第 十 ） 』 に み ら れ 、 そ の 詞 書 に は 「 俊 綱 朝 臣 、 さ ぬ き の か み に

ま か れ り け る 時 、 祝 の 心 を よ め る 」 橘 俊 綱 （ 一 〇 二 八 ― 一 〇 九 四 ） に よ る 歌 で あ る こ と が

知 れ る 。

　 落 款 に は

　　 阿 部 氏 之 應 需　 宗 中

と あ り 、 阿 部 氏 の 求 め に 応 じ て 書 か れ た こ と が わ か る 。 ま た 軸 を 収 納 す る 箱 の 甲 に は

　　 松 之 一 字 並 和 哥　 宗 中 公 筆

　　　　　　　　　　　　　　　 半 求 庵 所 持

と 隷 書 体 で 書 か れ て い る 。 半 求 庵 と は 休 巴 の 号 で あ り 、 本 墨 書 も 休 巴 自 身 に よ る も の で あ

る 。 す な わ ち 本 紙 に 書 か れ た 阿 部 氏 と は 休 巴 の こ と で あ る こ と が 判 明 す る 。 又 箱 裏 に は

　　 八 十 翁　 物 外

12
）
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）
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と あ り 、 こ れ は 観 阿 の 別 号 で あ り 、 観 阿 八 十 歳 で あ る 。 こ の 点 か ら 休 巴 が 還 暦 に 際 し 観 阿

を 介 し て 宗 中 に 依 頼 し て 書 か れ た 作 品 で あ る と 判 断 さ れ る 。 こ の こ と か ら 休 巴 六 十 賀 に 際

し て も 記 念 の 茶 会 が 開 催 さ れ 、 翠 濤 や 観 阿 な ど が 招 か れ た と 考 え ら れ る 。

四 　 む す び

　 本 稿 で は 休 巴 の 溝 口 家 に お け る 茶 道 と し て の 職 掌 お よ び 行 状 に つ い て 論 じ た 。 休 巴 の の

ち 阿 部 家 は 養 子 で あ っ た 休 昧 （ 生 没 年 不 詳 ） が 継 ぐ こ と と な る 。 こ こ で 新 発 田 藩 の 絵 師 で

あ っ た 林 閑 斎 （ 隣 潮 、 由 澄 ／ 一 七 六 九 ― 一 八 四 三 ） の 肖 像 画 及 び 略 伝 に つ い て 現 在 、 東 京

大 学 史 料 編 纂 所 が 所 蔵 す る 『 由 澄 肖 像　 附 畧 伝 閑 斎 記 並 跋 』 か ら 行 状 が 知 れ る 。 休 巴 お よ

び 休 昧 に つ い て 同 書 に は 次 の よ う な 記 述 が あ る 。

　
　　� 三 男 敬 修
俗 称

休 昧 為 阿 部 老 政
俗 称

休 巴 之 義 子 学 其 茶 道 悉 得 其 秘 傳 足 継 義 父 之 職 業 也 。 然 早 夭
二 十

七 歳 可

惜 哉

隣 潮 の 三 男 敬 修 が 、 休 巴 の 養 子 す な わ ち 休 昧 で あ っ た こ と が 判 明 す る 。 休 昧 は 休 巴 の 茶 の

湯 を 学 び 、 後 を 継 ぐ 人 物 で あ っ た が 二 十 七 歳 と い う 若 さ で 没 し た 。 そ の た め 休 巴 の 道 統 も

途 絶 え た こ と と な り 、 『 茶 人 系 譜 大 全 』 で 休 昧 の 名 は 記 載 さ れ る の も 、 そ の 行 状 が 夭 折 に

よ る 理 由 と わ か る 。

　 休 巴 の 溝 口 家 に お け る 職 掌 と し て 抹 茶 の 茶 銘 や 道 具 に 関 す る 取 り 次 ぎ を 行 な っ て い た こ

と が わ か っ た 。 こ れ ら の 茶 師 で 確 認 で き た の は 翠 濤 に 茶 銘 を 求 め た 森 江 惣 左 衛 門 と 宮 林 有

斎 で あ る 。 ま た 休 巴 と 森 江 惣 左 衛 門 を め ぐ っ て は 、 休 巴 七 十 賀 の 茶 会 で 森 江 の 詰 に よ る 「 祝

の 白 」 を 用 い て い る 点 か ら も 関 係 性 が う か が わ れ る 。 溝 口 家 と こ れ ら の 茶 師 と の 関 係 は 、

明 治 二 十 年 （ 一 八 八 七 ） 三 月 付 の 長 井 貞 甫 （ 生 没 年 不 詳 ） 、 宮 林 有 斎 （ 生 没 年 不 詳 ） 、 森 江

惣 左 衛 門 （ 生 没 年 不 詳 ） ら 三 名 の 連 名 に よ る 次 の 書 状 に も 関 係 す る と 考 え ら れ る 。

　　　　 願 上 げ 奉 り 候 口 上 書

　　 一 、 私 共 旧 来 御 館 入 仰 せ 付 け ら れ 、 年 々 江 戸 表 ニ お い

　　　　 て 御 茶 御 用 仰 せ 付 け ら れ 、 御 蔭 ヲ 以 て 相 続 仕 り 有

　　　　 難 き 仕 合 わ せ 存 じ に 奉 り 候 、 御 余 光 ヲ 以 て 、 是 迄

　　　　 出 府 業 用 相 営 ミ 罷 り 在 り 候 処 、 今 般 御 一 新 ニ 付 、

　　　　 旧 幕 府 茶 用 余 沢 取 失 ひ 、 是 迄 の 様 に 東 京 出 張 の 甲

　　　　 斐 も こ れ 無 き 成 り 行 き 難 渋 仕 り 候 、 こ れ に 依 り 恐

　　　　 れ 乍 ら 御 国 表 御 領 分 中 御 茶 の 事 、 三 人 の 者 一 手 ニ
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　　　　 御 任 せ 仰 せ 付 け ら れ 下 し 置 か れ 候 様 、 歎 願 奉 り 候 、

　　　　 願 い の 通 り 御 許 容 下 し 置 か れ 候 は 、 三 人 の 内 年 々

　　　　 御 国 え 出 張 仕 り 御 用 御 茶 の 儀 は 勿 論 、 御 領 内 御 茶

　　　　 用 弁 え 滞 り 無 く 相 勤 め 申 し 度 く 存 じ 奉 り 候 、 尤 も

　　　　 御 茶 出 格 入 念 に 吟 味 仕 り 他 製 相 劣 ら ざ る 様 、 丹 精

　　　　 仕 る 可 く 御 聞 済 み 下 し 置 か れ 候 上 は 、 御 茶 荷 物 海

　　　　 上 運 送 の 分 、 御 国 御 用 物 の 差 し 絵 符 御 許 し 下 さ れ 、

　　　　 且 つ 銘 々 共 往 来 の 節 は 、 本 馬 壱 疋 ・ 人 足 弐 人 御 聞

　　　　 済 み 願 い 奉 り 候 、 願 い の 通 り 御 許 容 下 し 置 か れ 候

　　　　 は 、 御 由 緒 の 規 矩 相 建 て 業 用 手 弘 ニ 相 営 み 申 す 可

　　　　 し と 外 聞 御 座 候 儀 、 有 難 き 仕 合 わ せ に 存 じ 奉 る 可

　　　　 く 候 、 宜 し く 御 沙 汰 頼 み 申 し 上 げ 奉 り 候 、 以 上

　　　　　 明 治 弐 年 巳 三 月　　　　　 御 館 入 御 茶 師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長 井　 貞 甫 印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮 林　 有 斎 印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森 江　 惣 左 衛 門 印

　　　 新 発 田

　　　　 御 役 人 中 様

特 に 有 斎 と 惣 左 衛 門 は 翠 濤 の 時 代 か ら の 縁 故 を 頼 り に 新 発 田 藩 で の 茶 の 独 占 を 三 者 で 一 手

に 引 き 受 け さ せ る よ う に 求 め た 文 書 で あ る 。 そ の き っ か け と な っ た の は 休 巴 に よ る 取 り 次

ぎ に よ り 翠 濤 か ら 茶 銘 を 命 銘 さ れ た こ と が 影 響 し て い る と 判 断 さ れ る 。

　 休 巴 を め ぐ っ て は 観 阿 と の 関 係 も 明 ら か に で き 、 特 に 休 巴 還 暦 に 際 し て は 観 阿 を 介 し て

宗 中 に 「 松 」 の 揮 毫 を 依 頼 し て い る 。 宗 中 は 翠 濤 と も 親 し く し 、 翠 濤 を 中 心 と す る 茶 の 湯

文 化 の 中 で 休 巴 自 身 も 茶 道 と い う 立 場 で あ り な が ら 、 新 発 田 藩 や 二 本 松 藩 と の 関 係 か ら も

江 戸 に お い て 茶 の 湯 を 通 じ 多 く の 交 流 が で き た 。 以 上 の 点 か ら 休 巴 は 新 発 田 藩 の 茶 道 と し

て の み な ら ず 石 州 流 怡 渓 派 の 中 で も 重 要 な 人 物 で あ る と 結 論 す る こ と が で き る 。
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個 人 の 御 所 蔵 家 、 同 志 社 大 学 今 出 川 図 書 館 に 深 謝 申 し 上 げ ま す 。
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